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二七児のスポイト哺乳について
　　　　　一効果的な指導を目指して一
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　はじめに
　当病棟では生後4ケ月前後、体重6晦を目安とした
口唇裂草聖の口唇形成術を行う際、術後の岡部安静と
下顎の発育・将来の言葉の発達をうながすため、入院
当初よりスポイト哺乳を行っている。又、退院後もス
ポイト哺乳の必要があるため、母親へのスポイト哺乳
の指導も術前より開始していた。唇裂は上気道感染を
おこしやすいが、入院時からの哺乳方法の変化により
さらにその危険性が増し、最悪の場合には手術延期に
なる場合もある。又、母親も入院・手術と目まぐるし
いなか、スポイト哺乳を短期間に習得することにかな
りの労力を要求される。このことより、スポイト哺乳
の指導をあらためて考え過去3年間の症例に対し母親
ヘアンケートをとった。その結果を参考にしスポイト
哺乳のパンフレット・指導のチェックリストを作成し、
少しでも児と母親の負担を軽減できるよう検討したの
でここに発表する。
　研究方法
　アンケート調査
　（1｝内容　選択・記述式
　（2）対象　昭和61年4月～昭和63年6月までに入院
　　　　　した口唇裂患児24名の母親
　（3｝調査期間　昭和63年7月～10月
　（4｝アンケー一一ト回収数　24名中13名（54　％）
　アンケートの内容とその結果
Q1　出産はどちらの病院でされましたか。
　　当院での出産例はなく、それぞれが地元の産院か
　他の大学付属病院であった。
Q2　入院前ミルクをどのようにあげていましたか。
　（1〕普通乳首　4名　（2）クロスカット　4名　（3）穴を
　大きくした乳首　3名　（4）母乳　1名
　（5）スポイト　1名
Q3　入院前にスポイト哺乳の指導を受けましたか。
　（1）はい　5名　　　（2｝いいい　解答なし
　　　どこで受けましたか。
新宿日赤産院　1名　当院　3名　他1名は不明
Q4　入院前にスポイトの説明を受けて、入院前から
　スポイト哺乳をなさっていた方へ
1）入院前の説明が役立ちましたか。
　（1）はい　3名　　（2｝いいえ　1名　　他1名は解答
　なし
2）　「いいえ」と答えた方は理由を具体的にお書き下
　さい。
　説明より実際自分で哺乳する方がわかる。
3）スポイト哺乳を行って
　（1｝むずかしかった　1名｛2）簡単にできた　0名
　（3）徐々にできた　3名
4）　「むずかしかった」と答えた方へ、どういうとこ
ろがむずかしかったですか。具体的にお書き下さい。
　子供が慣れないので困った。
　泣いて大きく口をあけた時流し込む感じがむずかし
い。
Q5　入院前にスポイト哺乳をなさっていなかった方
へ
1）入院前にスポイト哺乳の説明を受けましたか。
　（1｝はい　2名　　（2）いいえ　6名
　説明を受けてスポイト哺乳をなさらなかった理由を
お書き下さい。
　具体的にどのようにするのかわからなかった。
　少しでも体重をふやすため多くのませたかった。
2）スポイト哺乳を行って
　（1）むずかしかった　2名（2）簡単にできた　0名
　（3）徐々にできた　6名
3）「むずかしかった」と答えた方へ
　どういうところがむずかしかったですか。具体的
にお書き下さい。
　子供が嘔吐してつらかった。　あせってしまう。
　飲ませるタイミングが合わない。夜の授乳が大変。
4）お子様は、上手にスポイト哺乳ができるようにな
るまで何日位かかりましたか。
　（1｝1日　1名　（2〕1日半　1名　（3）3日　1名
　（4）　4－5日　1名　（5）1週間　2名　（6）2週間2名
Q6　入院前にスポイト哺乳の説明を受けていた方が
良いと思いますか。
　（1）はい　9名　　〔2）いいえ　2名
（1）の理由　説明を何回も聞くと理解できる。心がまえ
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ができ母子とも不安が軽くなった。早くから説明を受
けている方が精神的に楽だ。生まれた病院でおしえて
もらっていた方が良かった。練習した方が手術のあと
もすぐできるようになるから。
（2｝の理由　実際に自分で哺乳しながら注意してもらう
のがよい。
Q7　手術褒、スポイト哺乳を開始した時、手術前に
行っていたことは効果的だったでしょうか。
　（1〕効果があった12名（2｝効果がなかった。解
　答なし
（1）の理由　慣れることができる。コツがわかる。技術
的にも精神的にも余裕をもってできる。傷口がこわか
ったが役に立った。
Q8　スポイト哺乳に関して御意見がありましたらお
書き下さい。
　退院後も続くので保護者が負担。子供もいやがって
ストレスになってしまう。スポイト哺乳の期間が長す
ぎるように感じる。退院後のスポイトは病院で売って
ほしい。
　アンケート結果から
　今回のアンケート調査の結果では、入院前はほとん
ど乳首を使用し、スポイト哺乳について説明をされて
いても、入院前からスポイト哺乳を行っている母親は
ほとんどいなかった。スポイト哺乳の方法もわからな
いため入院後より開始するという例が多い。外来を最
初に受診するのは、生後数日～2・3カ月であるが外
来ではスポイト哺乳については入院後に開始するとい
うだけで詳しい指導は行われず、入院までの間は
大きめの乳首を使って哺乳するようにと説明されてい
る。しかし、これまで当病棟では手術前1週間前より
入院し、入院と同時にスポイト哺乳を行ってきたが、
期間が短いため母子ともになかなか慣れないという場
合が多かった。また母親側の問題点として遠方である
場合や、出生時より他の病院に入院したまま当院に転
院してくる場合など、入院前のスポイトの励行が困難
であることがわかった。そこでスポイトの必要性につ
いて指導し母親が入院までに理解を深めスポイト哺乳
ができる様、パンフレットを作成することにした。
　パンフレット及びチェックリストの作成
1．パンフレット内容（形成外来用）
　　唇裂のお子様のお母様へ（スポイト哺乳について）
　今まで、お子様はどんな哺乳方法をされていたでし
ょうか。クロスカットや大きい穴の乳首をお使いだっ
たと思いますが、10階東病棟に入院されてからはス
ポイト哺乳に変わります。
＜スポイト哺乳の目的＞
1．手術後に傷（唇）の安静を保っために、手術前から
慣れておく。
2．口から飲むことで将来の音声、言語の基盤となる軟
口蓋筋運動（正常な言語、えん下をする働き）を促し
呼吸運動調節の正常化ひいては唇、顎の成長、発達を
促すため。
〈方法＞
1．スポイトの先に乳首の変わりに細いゴムをつけてお
子様のえん下に合わせて、少しずつミルクを口の中に
入れます。
2手術後も3週間はスポイト哺乳力泌要です。（退院
後も行うことになります。）
3．必要物品、詳しい手順は写真の通りです。
※物品、哺乳の手1順を写真にとり参考にしてもらう。
　面会日にはお母様にスポイト哺乳を練習していただ
いております。御昼解いただき御協力をお願い致しま
す。スポイト哺乳について色々と御心配なことや不安
がおありだろうと思います。当病棟では入院前にもス
ポイトの実物をお見せし御説明しておりますので、お
時間があれば御来棟下さい。1日も早くお子様がスポ
イト哺乳に慣れることができるようお母様も頑張りま
しょう。
　　　　　　　　　　　　10階東病棟・看護婦一同
2．チェックリスト（病棟看護婦用）
スポイト哺乳チェックリスト
名前 生年月日＿スポイト開始日＿手術日＿
1．蝉吟1
項　　　　　　目 OpeO　　ン
Ope’　　　ン
備考
1．スポイト哺乳の必要性を理
解している。
2健側の方から行っている。
3，必要物品の準備が出来る。
（1｝重さを測ったタオル
（2）スポイトの先のゴム
（3｝白湯（Qpe後）
4．スポイト哺乳の実施につ、て
ωえん下に合わせている。
（2｝1回量が適当である。
（3）20分以内に飲ませ終っ
ている。
（4｝1回注入したものを吸い
あげていない。
（5）適宜、排気させている。
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　㈲飲ませた量が把握できて
いる。
　（7胞き方に無理がない。
皿．患者側
1．えん下が上手である。
2排気が上手である。
3．　20分以内に飲める。
☆実施して、それぞれの項目が出来た時点で日付とサ
インをして下さい。
☆備考の欄は何かあったら記入して下さい。
☆評価はSOAPでして下さい。
のであろう。子供もまた、母親の不安に敏感に反応し、
それらは哺乳低下、暗泣などにあらわれ、その結果、
発熱、嘔吐、脱水症状をきたす場合がある。母親に安
定した気持ちをもたせることは患児の不安軽減につな
がり、母親に適切な指導援助を行うことは重要なこと
であるといえる。
　今回パンフレットとチェックリストの作成を試みた
ことで、外来と病棟を通しての一貫した看護について
改めて考えることができた。今回の研究にあたり御指
導、御協力下さった方々に深く感謝致します。
　考　察
　入院し初めてスポイト哺乳をすると、児は突然の変
化におどろき、喘泣しながらえん下をするため、多量
の空気を飲み込むことになる。このため排気と共に嘔
吐したり、誤飲をしたり、ひどくなると抱いて哺乳体
制に入っただけで嫌がって暗泣するようになる。母親
も、信心する児をみてかわいそうという気持ちになり、
スポイト哺乳の必要性を理解していても、必要量を全
部飲ませることができなくなってしまう。今回のアン
ケートの結果でも、母親のストレスは大きく、手術ま
での期間に母児共に慣れるようになるまでには、かな
りの労力が必要ということがわかった。
　そこで入院前からスポイト哺乳を開始し、手術まで
全身状態を悪化させることなく、スムーズにスポイト
哺乳に移行することができないかと考えた。しかし形
成外来において受診時にスポイト指導を行うことは、
時間的にも無理と考え、外来受診時に配布するパンフ
レットの作成、及び、入院直後から効果的な指導がで
きるようチェックリストの作成を試みた。今回、作成
までの段階におわり、外来及び病棟で実際に使用する
という所まで至らなかったが、今後、このパンフレッ
ト及びチェックリストを使用し、母児共に1日でも早
くスポイト哺乳に慣れ予定通り、手術を迎えることが
できるよう援助していきたい。
　おわりに
　小児看護の役割は小児の健康を守り、健全な成長発
達を助けるために小児と母親を援助することにある。
入院時の患児の反応として、母親からの分離不安と病
院環境の変化から起ってくる混乱がどの年令において
もみられる。子供を入院させる母親の不安も入院当初
は疾病の予後についての不安よりも患児の環境順応に
対する不安が強い傾向にある。まして慣れないスポイ
ト哺乳、手術となれば母親の不安ははかりしれないもi
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